９月１３日　会場：石尾中学校（27名参加）

石尾中学校、北池田中学校、南池田中学校の生徒たちから市長へ提言された内容

・ゴミ箱を増やして、きれいなまちとして和泉市のイメージをアップ

・市民の安全・安心を確保するため街灯（防犯灯）や防犯カメラを増設

（ただし、防犯カメラの設置にはプライバシーの保護にも配慮すること）

・災害時に安心して避難でき、普段は人々が交流できる場の整備

・道の駅やスーパーを増やしたり、和泉市の自然を生かした広場、市の中心となる建物の整備など

・小学生を対象にした英語検定取得補助

・緊急時にボタンを押せば消防へ救急通報ができる装置の設置（高齢者・障がい者等）

・自分のしたいことに集中できる自習室の増設（学校、ショッピングモールなど）。

さらに友人と会話ができる自習室があればいい。

・宿泊して遊ぶことのできる施設の整備、また和泉市の特産品を販売するイベントの開催

・歩道の拡幅や自転車レーンの整備により安心・安全な交通環境づくり

・歩道の除草や凹凸を修繕したり、バリアフリーの推進によりハンディキャップのある人にもやさしいまちづくり

・公園を増やす。また大型遊具の設置など

・青少年のリニューアルにあたって、和泉市の特産品の活用

・こども医療の完全無償化、また成人への適用拡大など

・英語学習の一助として、ブルーミントンへの留学補助

・生命にも関わるアレルギー検査への補助
９月１９日　会場：信太中学校（15名参加）
信太中学校、富秋中学校の生徒たちから市長の生徒たちから市長へ提言された内容

・道路を拡幅して、歩行者や自転車が安全・安心して通行できる環境づくり

・テーマパークや温泉など他市から来訪される施設をつくる。

・学校や駅の近くに安心して遊んだり人々が交流できる室内公園をつくる。さらに広くて安価な駐輪場や駐車場を設置すれば、まちの賑わいづくりになる。

・誰でも安心して利用できる図書館・自習室をつくる。

・高齢になっても安心して過ごすことのできる仕組みや場所をつくる。

・道路に防犯カメラ、防犯灯を増やす。

・多世代、外国の人と交流できる場をつくる。自分たちができることは地域の人と関わりをもつこと。人と人とのつながりを大切にできるまちづくりをしていきたい。

９月１９日　会場：和泉中学校（17名参加）
和泉中学校、郷荘中学校の生徒たちから市長へ提言された内容
・遊びやスポーツのできる施設をつくる。

・プールや水族館など、こどもが遊べる施設をつくる。

・和泉市の産業を維持、発展させる。

・ロード・イン・イズミの活性化を行う。現在国府小学校が商店街と共同して活性化プロジェクトを行っているが、和泉中学校、郷荘中学校も参加するなど。

・農業の活性化。イチゴ狩り体験などで農業に興味を持ってもらい従事者を増やす。農業生産が増えれば災害時の非常食になり、市民の安全・安心につながる。

・市外からの来訪者・定住者を増やすため、南部地域にログハウスをつくったり、運動公園、ショッピングモールをつくって産業や観光の目玉をつくる。さらに定住してもらうためには防犯灯の増設など安心して暮らせるためのサポートをする。

９月２７日　会場：南松尾はつが野学園（18名参加）
南松尾はつが野学園、槇尾学園、光明台中学校の生徒たちから市長へ提言された内容
・和泉市の自然を守り、建物と自然のバランスを整える。また自然を学べる場を設ける。

・自然を破壊するのではなく、既存の商業施設を活用するなどのまちづくりが望ましい。

・人と人の交流を増やして、住みやすくトラブルの少ないまちづくりを行う。

・道路の草刈りやトンネル内の清掃が必要。

・誰もが自分の趣味に没頭できるような施設がほしい。

・市外からも訪れてくれるような、和泉市ならではの文化や芸術を学べる施設があればいいと思う。

・少子化対策として、子育て世帯の税金を安くしたり、子育てしやすい安全な住宅街など環境整備を行う。

・遊園地などの施設をつくり、にぎわいを創出する。

・ボランティアを通じて、他の地域の人と交流ができたりお互いの顔が見えるまちづくり

・バスの増便や高齢者デイサービスセンターの充実

・授業等を通じて学校間の交流や地域との関わりを増やす。

・高齢者や障がい者を支える人を支えるようなまちづくりを行う。

・高齢者や障がい者をはじめ誰もが支え合いながら暮らしやすいまちづくり。全国的に有名になれば、多くの人が和泉市を来訪し定住することになる。

・教育について、学費を無料にすれば親の負担軽減になり、定住者の増加に繋がる。

